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Ⅰ.一 般 演 題

1 入院患者に対する単回使用自動ランセットと

採血用穿刺器具の検討
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SMBGは由己管理の意欲を駆り立て,血糖コン

トロ-ルの改善に役立つ.より使いやすい血糖測

定器具の紹介は,SMBGのコンプライアンスを改

善させ巨ヨ己管理意欲を支援することにつながると

考える,当院入院患者にジェントレット頒)とポケ

ットランセットを使用してもらい,簡便性 ･安全

性･痛み･手ごろ感 (大きさ)で比較した結果を

報告する.

対象は当院内分泌代謝科に入院した教育入院患

者24名 (M17,F7).平均年齢 55.3歳,平均

HbAまC9.6%であった.全ての比較項目において

製品間には差はなかった.製品選択においてほ,

[3津仁はポケットランセット,女性はジェントレッ

棋モ)を選ぶ傾向を認めた,男性では簡便性が重要

視され,女性では安定性と初回指導に用いた製品

を選ぶ傾向にあった 自己管理意欲を高めるため.

性差を考慮した上,合った製品を選択できるよう

支援する必要があると考える.

2 0ncTourhを用いたSllBGによる指先と手

掌の使用感に関する比較検討
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血糖自己測定self-rnorlito血gofbloodglucose

(以下SMBG)を行っている糖尿病愚者において,

alternative-sitetes血g(以下AST)はより良い

血糖コントロールを得るのに有用であると考えら

れる.今回我々は,OneTotiChを用い指先と手掌

におけるSMBGの使用感についてアンケー トに

よるクロスオ-バー比較試験を行った.

対象は1日4回のインスリン注射を行ってお

り,これまでOneTouchを使用した経験がなく,

SMBGを1日3回以上指先で過去3カ月以上行

っている糖尿病患者である,1群は指先で 1週間

-手掌で 1週間-再度指先で 1週間SMBGを行

い,2群は手掌で1週間-次いで指先で1週間-

再度手掌で1週間SMBGを行った.11項目から

なるアンケー トをAST開始前,1週間後,2週間

後の計3回行い使用感を比較した 質問は-100

から+100までのビジュアルアナログスケ-ルで

評価した.

2新聞では年齢,BMI,糖尿病躍病期間,HbAIc

は有意差を認めなかった 調査対象となった患者

の大半は,調査綿 iタ後もASTとして手掌採血を

継続することを希望していた.しかし,患者は測

定計の別人や試験紙への血液付着が難しいため,

手掌測定機器の使用方法には十分に満足していな

かった,ASTを普及するには手掌部位でのこれら

の手技 Lの問題を解決することが必要であると考

えられた.


